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説明内容

Ⅰ. 綜研化学およびグループの概要

Ⅱ. 2007年3月期 連結決算

Ⅲ. 2008年3月期 計画・見通し
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Ⅰ．綜研化学およびグループの概要
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綜研化学およびグループの概要

本　 社：東京都豊島区

事業所（2ヶ所）：埼玉県狭山市／静岡県御前崎市

事業所所在地

国内3社、

中国4社、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ｱﾒﾘｶ

グループ企業

連結 722名／単体 220名従業員数
（2007年4月1日現在）

2001年4月（JASDAQ、証券コード 4972）株式公開

33億6156万円資本金
（2007年4月1日現在）

1948年9月2日設立

綜研化学株式会社
Soken　Chemical & Engineering　Co., Ltd.

会社名
(英文社名)
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グループ企業の拠点（国内・海外）

◆Soken Chemical Singapore

◆Soken Chemical America

◆寧波綜研化学 ◆常州綜研加熱炉◆綜研化学（蘇州）

◆盤錦遼河綜研化学

◆狭山綜研 ◆浜岡綜研

◆綜研化学
◆綜研テクニックス
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経営理念およびグループコンセプト

独創性ある研究開発・技術力により国内外に高機能・高品質のケミカルズ

を提供し、綜研化学が中核となってグループ企業の力を結集することで成

長し続ける企業集団。

経営理念

地球環境保全の指向と

社会に役立つ

革新的製品の提供

お客様の心からの満足、

株主の方々の共感、

社員の働く喜びの実現

常に誠実であり、

創造と工夫に情熱と責任

を持っての挑戦

グループコンセプト
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LCD他光学用、両面ﾃｰﾌﾟ用、ﾗﾍﾞﾙ用、保護ﾃｰﾌﾟ用

ケミカルズ事業

装置システム事業

LCD光拡散用、化粧品用、ﾄﾅｰ関連材料、塗料用、ﾊﾞｽﾀﾌﾞ用

電子回路材料、ﾄﾅｰ関連材料、樹脂用添加剤、ｺｰﾃｨﾝｸﾞ材

両面ﾃｰﾌﾟ（汎用・肉厚・特殊）、粘着ｼｰﾙ（印刷・特殊等）、保護ﾃｰﾌﾟ

大型翼攪拌装置(Hi-F)、熱媒体･熱媒ボイラー、メンテナンス、

粘着剤

微粉体

特殊機能材

加工製品

装置ｼｽﾃﾑ

事業ユニット
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グループ会社（日本国内）

　　●●●100　狭山綜研

　　●●●100　浜岡綜研

●　　　　100　綜研ﾃｸﾆｯｸｽ

　●●●●－　綜研化学

装置
システム

加工
製品

特殊
機能材

微粉体粘着剤

出
資
比
率

事業ユニット

会社名

連結子会社
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グループ会社（海外拠点）

　●100綜研化学ｱﾒﾘｶ

　●　　● 　100
綜研化学
　　　　ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

●　　　　25常州綜研加熱炉

●　　　　50盤錦遼河綜研

　●　　●70寧波綜研化学

　　●●　100綜研化学（蘇州）

装置
システム

加工
製品

特殊
機能材

微粉体粘着剤

出
資
比
率

　　　連結子会社　　　　持分法適用会社　　　　持分法非適用会社

事業ユニット

会社名
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　Ⅱ． 2007年3月期 連結決算
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　　　2007年3月期連結業績

　86　 97　1,591当期純利益

　　87　1042,664経常利益

　　78　1032,726営業利益

　　93　　116 23,788売上高

計画比前期比’07/3月期実績

百万円 ％ ％
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　　資産の状況　　　　

5332,1862,719 棚卸資産

1,99923,06425,063 資産合計

1361,2401,376 その他　

-21536515 無形固定資産　

2,8766,7829,658 有形固定資産　

2,9898,56011,549 固定資産

106486592その他　

4246,3546,778 売上債権　

-2,0555,4773,422現預金等　

-99114,50413,513 流動資産

差異06/3期07/3期　　

(百万円)
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1,450　　　　　12,07413,524純資産／資本

1,999　　　　23,06425,063 負債・純資産合計

1679691,136退職給付引当金等　

-260561301 長期借入金　

-921,5301,438 固定負債

9332,0012,934 その他　

-6601,568908 短期借入金　

3675,8906,257 支払債務　

6409,46010,100 流動負債

差異06/3期07/3期　　

　 (百万円）

　　負債・純資産の状況　　　　
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億円

キャッシュフローの状況　　　　
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2007年3月期事業総括 　　　　

□　生産・出荷量増大

□　海外子会社の順調な事業拡大

□　FPD関連の在庫調整の影響

□　FPD製品価格低下等の影響

□　原材料価格の高止まり

□　設備投資の減価償却費の増加

□　Ｓ＆Ｂによる除却損
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売上高構成の推移

2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期

（計画）
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光学・電子 家電 自動車 建材

家庭・雑貨 梱包 その他

事業ユニット別概要（粘着剤①） 　　　

億円
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0
2005年3月期 2006年3月期 2008年3月期

（計画）

88

111

160

2007年3月期

(計画)　　実績

122

135135
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事業ユニット別概要（粘着剤②） 　　　　

　◆結果◆

□　出荷量・売上高の増加

□　長引いたFPD関連の在庫調整
□　FPD製品価格低下の影響

　◆2008年3月期見通し／今後の展開◆
□ FPD関連需要の回復
□ さらなるFPDパネル価格低下等の影響懸念
□ 高機能商品の開発による競争力強化
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光拡散 化粧品 記録材料 その他

事業ユニット別概要（微粉体①） 　　　　
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事業ユニット別概要（微粉体②） 　　　　

　◆結果◆

□　光拡散用途での売上増

□　光拡散板への需要が遅れている

　◆2008年3月期見通し／今後の展開◆
□ 光拡散シートメーカーの競合激化
□ 生産性向上によるコストダウン
□ 光拡散市場でのシェアアップ
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その他

ディスプレイ関連

電子回路材料

事業ユニット別概要（特殊機能材①） 　　　　
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事業ユニット別概要（特殊機能材②） 　　　　

　◆結果◆

□　電子回路材料用途が蘇州で好調

□　PDP向けの在庫調整
　
　◆2008年3月期見通し／今後の展開◆

□ FPD市場の需要回復
□ 蘇州での増販
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その他

クリーン

事業ユニット別概要（加工製品① ） 　　　　

億円
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事業ユニット別概要（加工製品② ） 　　　　

　◆結果◆

□　中国市場の拡大に伴う寧波の事業拡大

□　寧波のクリーン製品におけるシェアの拡大
□　ディスプレイ向けが低調
　
　◆2008年3月期見通し／今後の展開◆
□ 寧波でのクリーン製品の拡販
□ 寧波への投資
　 ●塗工設備
　 ●粘着剤製造設備
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事業ユニット別概要（装置システム①） 　　　　
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事業ユニット別概要（装置システム②） 　　　　

　◆結果◆

□　熱媒体油の販売増

□　大型案件の受注残

　◆2008年3月期見通し／今後の展開◆
□　2007年3月期からの受注残

□　多数の引き合い案件
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　　　　 　　　　　　　　　　　　 場　所

□　微粉体製品生産能力増強　 生産能力 ２倍　　狭　　山

□　粘着剤製品生産能力増強　　　 生産能力 １.３倍 浜　　岡

□　危険物自動倉庫新設 　　 　 保管能力 ３倍　　浜　　岡

　　　　　　　　　　　　　

生産能力増強投資の状況
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研究開発投資の状況

　投資額 場　所

□　研究棟新設　　　　　　　　 10億円　　　 狭　　山

□　分析評価機器の充実 　1億円　　　 狭　　山
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Ⅲ．2008年3月期 計画・見通し
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　　　2008年3月期 売上・利益計画

119　1,900当期純利益

1153,050経常利益

1143,100営業利益

11828,100売上高

前期比増減’08/3月期計画

百万円 ％
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　　　各ユニットの売上計画

　　　281　　　238売上高合計

3534装置システム

3526加工製品

4130特殊機能材

3526微粉体

　　　135　　　122 粘着剤

2008年3月期
（計画）

2007年3月期

億円 億円
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2008年3月期 計画の概要　　　　

□ 在庫調整後のFPD関連の需要回復

　●LCD用粘着剤の販売増

　●光拡散用微粉体の販売増

□ 蘇州（特殊機能材）、寧波（加工製品）の
　 販売増加
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課題　

【懸念材料】

□　IT・デジタル家電の需要変動

□　原料価格の動向

□　薄型TV普及に伴う低価格化による販売価格への影響

　　　　　　　　　　 【重要な課題】

①　生産体制の強化

②　新素材・新技術の開発推進

③　東アジアにおける積極的営業展開

④　経営基盤の強化
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液晶テレビ PCモニター ノートパソコン その他

　　　　ＬＣＤパネル市場の予測

出典：Display Seach Japan Forum Jan 23,2007
　　　　　　　「大型偏光板の需要動向」
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＊2004年3月期を100％とする

　　　　粘着剤販売量の推移

2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期

（計画）
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2008年3月期計画（海外）　　

05年3月期 06年3月期 07年3月期 08年3月期

（計画）
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＊2006年3月期下期から寧波綜研化学を連結化
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設備投資計画

　 生産能力 　場　所

□　ＬＣＤ専用粘着剤製造工場建設 　　 1.5倍　　　　浜　岡
　

□　微粉体一貫工場建設 　　 1.5倍　　 狭　山

　 生産能力 　場　所

□　機能材製造設備増設 1.5倍　　　中国（蘇州）

□　加工製品塗工設備　　　　　 3倍　　　中国（寧波）

□　粘着剤製造設備　　　　　 3倍　　　中国（寧波）

◆国内◆

◆海外◆
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中期経営計画達成状況　　　　
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中計『SOKEN UP the Value』　　　　

中長期的な経営戦略の最注力課題5項目

●加工製品事業の育成

●電子・情報分野への経営資源の集中

●研究開発力と顧客ニーズへの対応力の向上

●中国を主とした海外への事業展開の推進

●ガバナンスシステムの確立と経営の効率化


